
 

 
 

鳥たちの気持ち 
 

鳥たちが面白い動きをすると、「今どんなことを

思っているのか」と気になりませんか？ 鳥たちを見

て、その鳥がどう思っているのかが分かると、鳥と

の距離が縮まったような気がします。 

気持ちがわかると、鳥たちへの接し方を工夫する

ことができます。 

 

 

どんなふうにしているか 思い 説明 

カキカキされたとき、眼を細める ｢あー、気持ち

いい……｡｣ 

リラックスしている状態です。犬や猫もそうですが、

安心していないと、眼を細めません。力が抜けるの

で、くちばしが半開きになる個体も。 

瞬きをたくさんする ｢緊張するな

あ｡｣ 

緊張していたり、ストレスを感じている時に、パチパ

チと速い瞬きを繰り返します。 

くちばしを長い間、開けている ｢暑いよ～！｣ 鳥は人間のように汗をかいて体温を下げることができ

ません。暑いときは口を開けることで、口から熱を逃

がしているのです。野鳥も夏に口を開けているのが見

られます。 

ものをかじったり、つついたりす

る 

｢これは何だ？

確認しよう｡｣ 

鳥のくちばしは、人の手と同じくらい優れており、質

感や温度まで分かります。だから、くちばしで色々な

ものを触って調べます。 

エサを吐く ｢大好きだよ！

愛してる！｣ 

オスがメスに吐き戻しを与える｢求愛給餌｣を行ってい

るのです。自分の大事な食べ物を相手に与えること

で、｢プレゼントだよ！愛してるよ！｣ということを表

しているのではないでしょうか。だたし、首を左右に

振って吐くのは病気です。 

くちばしを細かく動かし、ギョリ

ギョリと音をたてる 

｢眠いなあ｡｣ インコやオウムは寝る前に、下くちばしの先を上くち

ばしの裏にあてて研ぐ習慣があります。その時に、ギ

ョリギョリと音がするのです。 

止まり木を行ったり来たりする ｢遊びたいな、

うずうず｡｣ 

エネルギーがたまってテンションが高いときや、遊ん

でほしいときです。遊んであげたり、なにか刺激を与

えると喜びます。 

次の面へ 
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ちゅんちゅんです！ 

てけ てけ 

羽をバタバタさせる ｢やめてっ！｣ 気に食わないことをされて、やめてほしいときです。

指をかんだりすることもあります。 

ゆっくりと体をかく ｢ヒマだなぁ｡｣ 素早くカリカリッと体をかくのは、体がかゆいとき。

ゆっくりとかくのは、何もやることがなくて退屈なと

きです。新しいおもちゃをあげたりと刺激を与えると

喜びます。 

尾羽を振る ｢はい、おわり

っ！｣ 

犬や猫は、うれしいときに尻尾を振るので、鳥が、尻

尾に似ている尾羽を振っていると、なんとなく｢うれ

しいのかな｣と思ってしまうかもしれません。しか

し、それは行動に満足して、終わらせるというとき

に、切り替えとして尾羽を振っているのです。また、

他の鳥に挨拶するときもこのような行動を見せます。 

尾羽を上げる ｢結婚してくだ

さい！｣ 

発情すると、この行動をするのはメスだけです。尾羽

を上げて相手を交尾に誘うのです。 

口を開けて、舌を出す ｢ご飯が欲し

い！｣ 

食べ物が欲しくて甘えています。また、口を半開きに

して舌を出したり引っ込めたりする行動は、満足して

いるということ。 

こちらへ向けて頭を下げるちょっ

と 

｢カキカキし

て！｣ 

頭には足がとどかなく、羽づくろいができません。だ

から、頭をこちらへ向けて、羽づくろいをして欲し

い、つまり｢カキカキして｣と言っているのです。ま

た、人の手に頭をスリスリしてくる個体もいます。 

頭の羽毛が膨らむ ｢怒ったぞ、プ

ンプン｡｣ 

冠羽があるオカメインコなどの鳥は興奮したりすると

冠羽がピーンと立ちますが、冠羽がない種類も、興奮

すると頭の羽毛がブワッと膨らみます。また、顔の一

部に羽毛がない種類は、興奮すると顔が真っ赤になり

ます。どれもまさに、｢頭に血が上った｣ような状態

で、面白いですね。 

 

｢とりほん｣ もねこ、磯崎哲也(監修)、西東社  

私はこの新聞を書いている、ちゅんちゅんです。 

この前、公園でハトたちにお米を上げていると、

2 匹のハトがお米を取り合ってケンカをしてしまい

ました。よく見ると、そのうちの 1 羽の頭の羽毛

が膨らんでいました。その時、この表を思い出し

て、｢あっ、怒っているんだな。｣と思いました。何

を思っているのかがわかると、とてもうれしかった

です。それに、ちいさな鳥たちも、いろんなことを

思って、いろんな行動をしているのだ、ということ

がよくわかりました。 
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かんちょうの昔話おはなし会スペシャル 
 

第一章 ｢清郞と魚コ｣かんちょうの朗読 

第二章 たのしい音楽会ザ･ツリーポットの演奏 

第三章 ｢雀コの米作り｣朗読＋演奏 

 

16 号でチラシを載せた｢かんちょうの昔話おはなし会スペ

シャル｣を開催しました(内容は上の表)。私は司会をやりま

した。私の知り合いも何人か見に来てくれました。 

私は第三章の｢雀コの米作り｣朗読＋演奏が一番良かったと

思います。読むのはかんちょうさんだけではなく、ツリーポ

ットの２人も、文章に音楽を付けて読んでくれました。セリ

フだけかんちょうさんが言って、文章はツリーポットの２人

が音楽をつけて読んでくれた場面もありました。かんちょう

さんの朗読だけの｢清郞と魚コ｣よりも楽しく、場面が想像し

やすかったです。とても良いイベントになりました。 

イベントに参加してくれた人の中には、

｢かんちょうさん、ちゅんちゅん、ツリーポ

ットのもえちゃん＆なおちゃんで、みんな

全然年齢が違うところも、面白かった｡｣、

｢チラシを見て、『行ってみようかな』と思

って参加したら、とても楽しかった｡｣と言

ってくれた人もいました。 

第一章の｢清郞と魚コ｣の朗読では、図書

館で開催したせいもあり、静かでしたが、

第二章があったことで、雰囲気が変わり、

楽しい空気になりました。また、第二章が

あったことで、第三章を始めやすかったと

思います。 
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この漫画のオチがよくわからない人へ 

夜に出て、青白い火を吐くとされている妖怪、

青鷺火(あおさぎび)。実は、青鷺火の正体は、夜

行性であるのゴイサギなのです。ゴイサギが月に

照らされ、青白く光っている様子を、昔の人が、

妖怪だと勘違いしてしまったのです。 

 そのことを知ったとき、今でも実際に見間違え

てしまうことがあるのではないか、と思って、こ

の４コマ漫画が思いつきました。 

 ちなみに、ゴイサギと、青鷺火がボヤーっと光

っている様子を描くときには、ティッシュが役立

ちました。ティッシュでゴイサギのまわりをこす

ると、何となくぼやけるのです。 

こ 
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